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背  景  

スギ・ヒノキ人工林は成熟し、本格的な利用期を迎えているが、森林の公益

的機能の維持・発揮と資源の循環利用の両立を図るためには、伐採と併せて着

実な再造林の実施を確保することが重要となっている。  

このような中、森林所有者の収益性改善が不可欠であり、林業のトータルコ

ストの低減が求められている。 

本課題では、伐採・搬出と同時期に地拵・植栽作業を行い、人力の代わりに

伐採・搬出用機械の活用やコンテナ苗※の使用等（工程の一部実施を含む）に

より、作業の効率化を図る「一貫作業システム」（図１）を検証する。 

※  コンテナ苗とは特殊な形のコンテナ容器を使って育てた根鉢（土）

付きの苗木のこと。他方、従来の苗畑で育てる苗木を裸苗と呼ぶ。  

目  的  

主伐に対応可能な高性能林業機械等を活用し、木材生産から伐採後の再造林

までを一体的かつ効率的に行う「一貫作業システム」を確立する。  

 

成  果  

県内の林業事業体が実施する主伐施工地において、令和元年度から設定して

きた６試験地（表１）の労働生産性と生産コストを分析し、一貫作業と従来作

業を比較した結果、次のことについて確認することができた。  

なお、従来作業の労働生産性と生産コストは、伐採・搬出工程については平

成２８年から令和２年の県内事例の平均値、地拵、植栽工程については対象事

業体ごとに過去の実績値の概数で、車両系・架線系の区別はない。  

 

１ 伐採・搬出工程について（図２）  

○ 総じて労働生産性の向上と生産コストの低減が認められ、高性能林業機械

による作業の有効性を確認できた。  

２ 地拵工程について（図３） 

○ 総じて労働生産性の向上と生産コストの低減が認められ、機械地拵えの有

効性を確認することができた。  

３ 植栽工程について（図４）（Ｅは植栽工程未完のため、現時点で評価できない。）  

○ 試験地Ａ、Ｂの労働生産性の向上が認められ、Ｃ、Ｄ、Ｆでは認められな

かった。この原因はＣ、Ｄ、Ｆでは現地条件により、苗木運搬を人力に限

定され機械に代替できない、または代替の効果が限定的であったためで、

Ａ、Ｂの結果からコンテナ苗の有効性を確認できた。  

○ 工程全体のコストでは、裸苗植栽のほうが低コストとなり、コンテナ苗生

産の低コスト化が課題であることが明らかとなった。 

４ トータルコストについて（図５）  

○ 一連の工程の中で、占有率の高い伐採・搬出工程の低コスト化が必要であ

ることが認められる。 



表１ 試験地の一覧 

 

 

 

図１ 従来作業と一貫作業システムの代表的な事例  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表１ 試験地の林分概況と作業システム 

図３ 地拵えの労働生産性とコスト 

図４ 植栽の労働生産性とコスト  

図２ 伐採搬出の生産性とコスト 

図５ 一貫作業と従来作業  

のトータルコスト比較 


